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　来たる 8 月 25 日、震災から 7 年を経ていよいよ福島総会が開催されます。各地区の青年部メンバー
が一丸となり、盛り上がっているようですね。当日は、ピンバッチとネクタイを身に付けてお会いしましょう。
『こらんしょ福島！』 河野総務副部会長（東京）記後

集編

福島県は自然と歴史と伝統が続く場所です。県内は
尾瀬の雄大な景色や猪苗代湖からは大自然の豊かさに
圧倒されます。また、花見山など花の名所も多数あり
ます。そして、大内宿にはかつての江戸文化を感じる
ことができ、国の重要無形民俗文化財の相馬野馬追や
会津田島祗園祭では昔ながらの伝統が脈々と受け継が
れています。その魅力にあふれた福島県で、第 22 回
通常総会が平成 30 年 8 月 25 日（土）福島市のホテ
ル辰巳屋で開催されます。
福島は、海の幸、山の幸が存分に味わえるふくしま
の食があり、恵まれた気候により全国有数の米どころ
です。日本酒づくりも盛んで県内各地に酒蔵がありま
す。また、喜多方ラーメンや白河ラーメンなどご当地
グルメも豊富で、フルーツ王国として、桃や梨、さく
らんぼ、林檎など季節ごとに新鮮な果物を楽しむこと
ができます。

東日本大震災から 7
年。参加頂く皆様には
福島の復興へ向けた様
子を肌で感じて頂き、
是非地元の青年部とよ
り深い関係になって頂
くことを期待します。
本大会が福島県の地
で開催されるのは初め
てのことであります
が、福島県内で組織さ
れている福島・郡山・
いわき・会津・須賀川・
南相馬・喜多方・伊達
地区の青年部と共に、
全国の皆様をお迎えさ
せていただきますので
多数のご参加を心より
お待ち申し上げます。

全管連青年部協議会　事業部会長
日下　貴博（福島）

「福島総会開催案内」

～ こらんしょ福島！  ～

第22回通常総会スケジュール（予定）
期日：平成 30年 8月25日（土）
場所：ホテル辰巳屋（福島県市）
日程：14：00～ 15：00　第 22回通常総会
　　　16：00～ 17：00　研修会
　　　18：00～ 20：00　懇親会
　　　13：00～ 17：00　賛助会員・ブース展示

全管連　青年部協議会

会員募集会員募集

設立から 22 年。本協議会では様々なコンセプトを掲げ、多種多様な事業に青年部カラーを活かして取り組んで
参りました。全管連青年部協議会は組合・県連青年部の集合体であり、各青年部支援の基本理念が根底にあります。
当協議会に加入する事で全国ネットワーク網の一員となり、スケールメリットを活かした全国組織の大舞台で今
まで以上の活動ができますよう、皆様方のご加入をお待ちしております！加入のご希望や話を伺いたい組合青年
部は全管連事務局（０３－５９８１－８９５７）仲村までご連絡をお願いします。

全管連青年部協議会加入へのお願い！

百聞は一見にしかず、
　是非、理事会等にオブザーバー参加いただき青年部の情熱を感じて下さい。

日々の活動にちょっとしたスパイスを入れて刺激が欲しいあ
なた。あえて言おう。その場所は全管連青年部であると。

親組合である「全国管工事業協同組合連合会」と連携を図りながら組合にメリットをもたらす活動、そ
して青年部員の調和と団結と自己啓発を生み出し、新しい時代のニーズを求め私達と活動しませんか。

福岡の小金丸会長（写真左）から
黄金のパイレンを引き継ぐ
福島県連青年部の山内部長昨年の福岡総会で福島をＰＲ

ホテル辰巳屋
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「水源地クリーンキャンペーン・エコクラブ探検隊」は、
全管連青年部協議会の創立から続いている事業で、今回
で 19 回目を迎えます。今年度は 12 単組からの応募が
あり、様々な活動のご報告をいただき、誠にありがとうご
ざいました。
また今回より、幅広い解釈のもと水源地のみならず、
自由に「水」にまつわるすべてのエコ倶楽部探検隊活動
を募集致しました。全国各地の青年部の皆さまには、積
極的に当事業を実施していただきましたこと、心より感謝
申し上げます。
「水」はかけがえのない大切な資源であり、人類にとっ
て貴重な財産であるということを再認識し、また次世代に
伝えていくことで、「水」への感謝の心を育むことができ
ればと考えております。さらに、この活動が地域に密着し
た環境活動へと繋がることも期待します。

この活動を通して、「水」に対して興味を持った子供た
ちが、将来業界を支える人材へと成長していくことは、ま
さに「担い手事業」の一環でもあると考えます。
今後もこの事業をさらに魅力あるものにし、業界底上

げの一助となるよう、引き続きのご協力をよろしくお願い
いたします。

総務副部会長　河野　幸雄（東京都）

　日本の建設市場は、景気回復に伴い活性化の気配が

ありますが、一方でこれまで続いていた建設投資の減少

や受注競争の激化等により、建設現場で働く技能労働者

などの処遇改善や高齢化に加え、若年入職者の減少とい

う構造的な課題が生じています。

　そのような中、全管連青年部はオリジナルピンバッチ・

ネクタイを着用する事で、意気高揚を目的として、それら

を身に着ける事で、全管連青年部の一員という自覚を持

つことができ、より一層、業界の発展を目指した考えに

つながる事が期待されます。

　また、全管連青年部協議会の一員としての共通意識が

芽生えやすくなります。共通意識が強くなればなるほど、

良い組織となることができると考えています。この大きな

メリットを生かし、次代を見据えた活動を今後も行ってい

きたいと考えています。

（総務部会）

オリジナルピンバッチ・ネクタイを作成

～全管連青年部会員の意気高揚・共通認識を生むことを目指して～

全国各地の活動の様子

ピンバッチ

広島市指定上下水道工事業協同組合青年部会

秋田管工事業協同組合青年部協議会

東京都管工事工業協同組合青年部長協議会

川崎市管工事業協同組合青年部会

ネクタイ

福島地区管工事協同組合青年部

平成29年度環境問題研究事業報告書が完成
～全管連青年部ホームページ（http://www.zenkanrenjr.jp）に掲載～


